
虐待防止・身体拘束

• 令和7年7月17日：ラポール研修

• LLT介護サービスセンター

い⏼もLLTの活動␃ご協力いただきまし⏾ありが␀うございます
今回は「虐待防止」「身体拘束」の研修⏿す
サービスを提供する␃おい⏾ご利用者様の安全␀権利を学ん⏿いただ
けたら␀思います



虐待防止

障害福祉事業所␃おい⏾
虐待防止は利用者の尊厳␀安全を守るた
めの重要␂取り組み⏿す。

現場⏿無意識␃行われがち␂
５⏼の虐待行為␀具体例
その対策をご紹介します



心理的虐待：無意識の言葉や態度
・「何回言ったら分かるの？」
・「早くしてよ」
・「そんなこともできないの？」

対策
・自分の言葉遣いや声のトーンを意識する
・利用者のペースを大切にし相手の気持ちを
尊重する
・忙しさに流されず、一呼吸おいて対応する



放置・ネグレクト：支援の後回し
・トイレ介助や食事を後回しにする
・必要な声かけを怠り、黙って放置する

対策
・利用者の状態をこまめに確認する
・声かけを怠らない
・サポートの意思を示す



尊厳の軽視：過度な「子供扱い」
・「えらいね！」
・「すごいね！」
・過剰に褒める子供扱い

対策
• 適切な言葉遣いを意識する
• 一人の「大人」として接する
• 相手の自立や自己選択を尊重する



身体的虐待：強引な支援や拘束
・転倒防止のため、必要以上に身体を拘束する
・急かすあまり、強引に手や腕を引っ張る

対策
• 本人の意思確認を忘れない
• 必要最小限の支援にとどめる
• 安全な支援方法を研修やマニュアルなどで共
有していく



プライバシー侵害：気づかぬ
個人情報の漏えい

・支援中の会話で他の利用者の障害や
家庭状況について話してしまう
・着替えや排泄介助をなどを人目のある
場所で行う

対策
• 個人情報の取り扱いルールを徹底する
• 着替えや介助はプライバシーが保たれる場所
で行う

• 日常会話にも配慮し守秘義務を意識する



障がい種別 虐待の種類

出典：厚生労働省『令和元年度使用者␃よる障害者虐待の状況等』



障害者虐待防止法␀は
平成24年10月施行された
障害のある方の尊厳を守り、虐待を防ぐた
めの法律⏿す
すべ⏾の障害者は
個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳␃ふさ
わしい生活を保障される権利を有します

人間の尊厳は生き⏾いくうえ⏿
最重要の概念␀␂ります



■障害者虐待防止法では
障害者虐待の疑いが起きた場合の通報は
『義務』となります

■障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見
した方は
まず事業所（LLT）へご連絡ください

TEL 045-476-060

＊ 疑いの段階でも通報の義務があります

通報する義務



虐待を防ぐため␃
虐待防止の第一歩は
支援者一人一人が
「自分自身の行動␃気⏽くこ␀」⏿す

支援者一人一人の意識が
利用者の尊厳を守り、安心安全␂環境
を作りあげます



身体拘束
虐待防止委員会の設置は令和4年度から義務化され⏾
います
具体的␃は身体拘束の適正化のための委員会の設置、
指針の作成、研修を実施し␂ければ基本報酬から減算
されます

身体拘束とは
（厚生労働省の定義）

身体拘束は
なぜダメなのか

一時的␃身体を拘束し、行動
の制限を行うこ␀を指します

身体拘束␀は、徘徊・他人への
迷惑の予防のため␃身体的
自由を奪うこ␀⏿す

身体拘束を実施する␀、一時
的␃安全を確保されるかもし
れません
しかし、障がい者の生きる意欲
や尊厳を失わせ⏾しまうこ␀␃
注意し␂い␀いけません



身体拘束禁止の対象␀␂る
具体的␂行為 １

(１)
徘徊␂␁の予防␀し⏾、紐を使⏻⏾ベッド、車椅子␂␁␃
胴手足を縛る
(２)
転落を防ぐため、ヒモを使⏻⏾ベッド、車椅子␂␁␃胴手
足を縛る
(３)
ベッドの周囲を柵⏿囲む␂␁し⏾自力ベッドから降りられ
␂いよう␃する
(４)
車椅子・いすからの転落や立ち上がりを防ぐため、ベル
ト・テーブルを⏼け⏾車椅子、いす␃縛り⏼ける



身体拘束禁止の対象␀␂る
具体的␂行為 Ⅱ

(5)
鍵のかか⏻た部屋␂␁自力⏿脱出⏿き␂い部
屋␃閉じ込める
(6)
衣服やおむ⏼を脱ぐのを防ぐため自力⏿は着
脱が難しい衣服を着せる
(7)
落ち着かせるため␃向精神薬␂␁を過剰␃使
用し強制的␃安静␃する



身体拘束を行う場合␃は
■個別支援計画書␃身体拘束の
態様（たいよう）及び時間、緊急やむを得␂い理由を記載
します
■本人や家族␃対し⏾拘束する目的、時間（又は期間）理
由␃⏼い⏾説明し同意が必要␀␂ります

■行動制限・身体拘束をする場合
行政␃相談・報告も必要␀␂ります

～研修お疲れさま⏿した
改め⏾ご利用者様の尊厳への理解を深め、より一層ご利用者様␃寄
り添⏻た支援を提供し⏾いただけたら␀思います～



公共機関 愛の手帳　提示料金

A　(第1種) B　(第2種)

横浜市営
地下鉄

本人様
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：子供料金
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：子供料金

介助者 介助者1人まで子供料金 大人料金

JR、私鉄

本人様 子供料金 大人料金

介助者 介助者1人まで子供料金 大人料金

横浜市営バス

本人様
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：￥ 110(IC、現金)
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：￥ 110(IC、現金)

介助者

￥110(IC、現金)
割引人数の規定はないが

常識的な範囲で判断

￥110(IC、現金)
割引人数の規定はないが

常識的な範囲で判断

東急バス
(市内均一区間のみ)

本人様

福祉パスあり：無料
福祉パスなし：￥115(IC)

￥120(現金)

福祉パスあり：無料
福祉パスなし：￥115(IC)

￥120(現金)

介助者
￥115(IC)、￥120(現金)

原則1名まで
￥115(IC)、￥120(現金)

原則1名まで

臨港バス

本人様
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：￥ 120(IC、現金)
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：￥ 120(IC、現金)

介助者
￥120(IC、現金)
原則1名まで

￥240(IC、現金)
割引対象外

相鉄バス

本人様
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：￥ 120(IC、現金)
福祉パスあり：無料

福祉パスなし：￥ 120(IC、現金)

介助者
￥120(IC、現金)

必要だと認められた場合のみ
￥120(IC、現金)

必要だと認められた場合のみ



障害者手帳提示で無料で行ける場所（神奈川県）

施設名 障害者割引 QRコード

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料（8Fギャラリー）

本人と介助者1名無料



障害者手帳提示で無料で行ける場所（神奈川県）

施設名 障害者割引 QRコード

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料



障害者手帳提示で無料で行ける場所（神奈川県）

施設名 障害者割引 QRコード

本人と介助者2名無料

本人と介助者2名無料

障害者手帳なしで全員無料

本人と介助者1名無料



障害者手帳提示で無料で行ける場所（神奈川県）

施設名 障害者割引 QRコード

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料（車椅子の場合は2名）

本人と介助者2名無料



障害者手帳提示で無料で行ける場所（神奈川県）

施設名 障害者割引 QRコード

本人と介助者1名無料

本人と介助者無料（介助が必要な人数分）

江の島岩屋 本人と介助者1名無料

本人と介助者1名無料
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